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１１．．御御堂堂筋筋イイルルミミネネーーシショョンン事事業業ににつついいてて  
大阪府府民文化部都市魅力創造局魅力づくり推進課

小谷様をお招きし、今年度の御堂筋イルミネーション事

業について情報を頂きました。 

今年度も、昨年度に引き続き沿道ビルのライトアップ

など、当会として実施に協力していくこととしています。

会員の皆さんのご参加をお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２．．8800 周周年年事事業業・・モモデデルル区区間間ににつついいてて  

＜＜モモデデルル区区間間ででのの取取りり組組みみににつついいてて＞＞  
現在、ミナミまち育てネットワーク等と協働で進めている、モデル区間を舞台とした 80 周年記念事

業について、検討状況を報告しました。並行して大阪市の実行委員会で進められている記念行事（ワー

クショップ、シンポジウムなど）とあわせて、御堂筋のあるべき姿を発信し、それを検証するための実

験として取り組んでいくことを確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来ビジョンの検討

歩いて楽しいまちへの
都市戦略の転換を発信

しよう

モデル区間実証実験

居心地の良い滞在の
場としての御堂筋の
あり方を検証してみ

よう

市民体感イベント

歩いて楽しいまちの
魅力を市民に体験・
実感してもらおう

ビジョンを見え
る化し、検証結
果をビジョンに
フィードバック

ビジョンに対する
市民レベルでの
議論を促し共感を

醸成

実証実験に参加し
てもらい、御堂筋
のあり方について
市民自身にも考え

てもらう

＜御堂筋の位置づけ＞

Symbol of Walkable City 

OSAKA
歩いて楽しいまち・大阪を象徴する

シンボルとしての御堂筋

定定例例会会ニニュューースス  vvooll..2200  
（平成 29年 5月） 

「ミナミ御堂筋の会」は、ミナミの御堂筋沿道の不動産オーナーが連携し、

「世界の御堂筋」をめざして、まちのあり方を提案し、実現に向けて働き

かける団体です。 

 

＜主な意見＞ 

◎昨年度、沿道ビルのライトアップに参加させて頂いたが、今年もそのようなことが事業者の提案により実

現できるのか。 

 ⇒事業者募集の仕様の中で、昨年度実施したライトアップは今年度も引き続き実施するように要件として

入れているので、実現できると思う。さらに拡大していければとも考えている。 

◎基金が減少している中で、スポンサードの新しい仕組みを確立していかないと持続的な運営は難しいと思

われる。例えば当会の区間で一括して大口スポンサーを募集し、その資金をイルミネーションのグレード

アップなどに充当する仕組みなどができないか。 

 

＜検討状況＞ 

・ミナミまち育てネットワーク、なんば安全安心に

ぎわいのまちづくり協議会、当会の三者の事務局

でチームを編成し、企画会議を実施。 

・御堂筋のあるべき姿をきちんと議論し、それを実

証する実験を展開したいという形で企画が進め

られている。 

・費用面について、大阪市による一部支援（警備費

など）も含めて、調整を進めている。 

・企画書を取りまとめ、出店や広告などでスポンサ

ーとなる企業を探していこうという段階。 

 

 

 

記念事業の企画の枠組み

（案、検討段階） 

＜実施概要＞ 

・実施時期：平成 29 年 11 月 12 日（日）～12 月 31 日（日）の 50 日間 ※11 月 26 日に大阪マラソン開催 

・実施場所：阪神前から難波西口まで（中央エリアと、北・南エリア（※当会エリア）とを分けて、現在

実施事業者を募集中） 
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＜＜そそのの他他記記念念事事業業等等ににつついいてて＞＞  
先日来、募集していた当会のバナー広告・協賛について、最

終の結果をご報告しました。バナー広告（当会分：計 11社、

26 枚）は製作できたところから随時掲出するとのことです。 

また、5/11 に開催された御堂筋生誕 80周年記念行事につい

て、当会が一斉清掃行事に参加したこと、また、午後から中之

島公会堂で開催された御堂筋記念シンポジウムの内容につい

て、ご報告しました。 

 とりわけ、記念シンポジウムでは、京阪神の三市長が揃い、

それぞれに歩行者を主体とした新しいまちづくりへの挑戦が

語られ、大阪市長からは御堂筋の歩行者主体の道づくりの延

伸・拡大と、超長期的な歩行者空間化、さらには難波駅前広場

の実現が語られました。 

３３．．イイベベンントト「「花花とと遊遊ぶぶ iinn 三三津津寺寺」」へへのの後後援援ににつついいてて  
井原様より、6 月 21 日（水）に三津寺で開催予定の、花人

赤井勝氏の出版記念イベントについて、当会で後援し、広報な

ど支援したいとのご提案があり、全会一致で承認されました。 

ミナミ御堂筋の歴史を永く刻んできた三津寺での開催、また、

第一線でご活躍の文化人の取り組みということで、当会として

も積極的に支援して参ります。（参加ご希望の方は井原様もし

くは事務局まで） 

 

 

定時総会のお知らせ ※議案書等を送付しますので、出欠のご回答をお願い致します。 

平成 29 年 6 月 26 日（月）16：00～ 難波御堂筋ホールにて開催（懇親会あり） 

 

＜定例会参加者＞ 
【正会員】高橋（勝）（株式会社スポーツタカハシ）、藤本（稔・有吾）（株式会社播重）、眞鍋（平川商事株
式会社）、中西（株式会社大丸松坂屋百貨店）、高士（佳）（都島自動車株式会社）、池田（有限会社泉屋）、
吉田（株式会社ベルコ）、梅田（光明興業株式会社）、奥谷（三栄建設株式会社） 

【賛助会員】井原（株式会社アイ・プランニング） 
【オブザーバー】門重（ミナミまち育てネットワーク） 
【事務局】中塚・絹原・羽田（株式会社地域計画建築研究所（アルパック）） 

発行：ミナミ御堂筋の会  URL：https://www.facebook.com/minami.midosuji 

問い合わせ先：ミナミ御堂筋の会事務局 

（株式会社地域計画建築研究所大阪事務所 内【担当：絹原・羽田】） 

〒541-0042 大阪市中央区今橋 3-1-7 日本生命今橋ビル 10F 

TEL：06-6205-3600  FAX：06-6205-3601  E-mail：minami-midosuji@arpak.co.jp 

 

＜主な意見＞ 

◎モデル区間だけでなく、西側の沿道にも店舗等が立地しているので、そこと連携して一体的に取り組んで

いくのも良いのではないか、との提案を頂いた。 

◎放置駐輪のない道にすることを主眼に、Homedoor と連携してレンタル自転車の実証事業を北側とも連携し

てできないか、検討してほしい。 

◎先日のシンポジウムでも話題になったが、沿道のビジョンをしっかり確立していく必要があるとの認識は

生まれつつある。市で実施されるシンポジウムなどとも連携しつつ発信していくことが重要。 

◎未来の御堂筋には車は走っていないと思われるし、自動運転も相当普及している。そうしたことを見据え

ながら提案していくことが重要。 

上：記念清掃の参加

の様子 

左：5/12 日経新聞記

事（御堂筋シンポジ

ウム） 

イベントページ（Facebook より） 

https://www.facebook.com/events/1494761717229922/ 
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